
■鑓水中学校区 Ｃ-１、Ｃ-２ 【地域のありたい姿と必要なこと】 第２回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

ありたい姿
多様な世代の交流“これまでとこれからのチーム鑓水” 躍動する鑓水！！

すぐにやれる

時間がかかる

地域主体 行政主体

世代を超えたつながり、新旧を超えたつながり→農産品等による「鑓水ブランド化」や、新旧住民が一体感を共有でき
る場「鑓水同好会」等を通して、鑓水全体がひとつになり、活気あふれる地域となる。
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■鑓水中学校区 Ｃ-１Ｃ-２ 【地域のありたい姿と必要なこと】

情報発信

第２回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

農業の高齢化
新たな取り組み
鑓水ブランド
ものを作って

いく

鑓水地区
限定の情報誌？

どう関心を
持って

もらうか？

課題「交流する」課題「人を集める」

鑓水発信の
団体があれば

新しい人が
来ない

公園の活用
地域で

取り組んでいく

〔新旧住民の融合〕
一体感を共有できる機
会と場所を設ける

〔人と人との交流〕
学校での連絡網がな
くなり親同士の
つながりが少ない
（少なくなった）

情報を共有
できる

タウン誌づくり

学校施設を
開放し同好者を

募る
体育館、テニス、

サッカー

興味のある
イベント？

人が
集まらない

〔人と人との交流〕
子育て世代（ママ）が
地域との交流を
あまりしていない
（地元の人が
少ないから？）

大きな病院
がない

地元で
行うイベント

空き地を
コミュニティに
できないか

運動もできる
食事もできる
イベントも
できる

鑓水ブランド化

テーマ
「世代を超えた

交流」
人々が興味を
持つイベント
を企画する

地域全体で
取組んでいく

〔交流〕（高齢者・
子・親の交流）
交流できる所が

少ない
皆で参加できる

イベントなどがない

〔交流〕
小学校、地域
での参加型の
イベントが
少ない

多摩の
もしもし新聞
のような？

人の特技を
紹介する

→つながりの
きっかけとなる

〔情報の周知方法〕
若い世代にはもっと
SNSやメールでの
情報発信が
必要では？

〔全世帯に情報周知〕
地域の情報は回覧板以外の
方法がない
・町内会減少
・町内会に声かけが少ない
住宅の区画がある

〔情報の周知方法〕どの世代も
皆が読みたくなるような情報誌

（フリーペーパー）が
地域にない

「これまでとこれか
らのチーム鑓水」
新旧住人がお互いの
情報、生活の知恵
などを共有できる場

交流の場づくり→横のつながり

鑓水ブランド
の創設


